
 

   

 Ｑ. 信託銀行の遺言信託を利用して公正証書遺言を作成してある。これなら遺産争いになっても信託銀行が対応してもらえるので安心だ。 

 

【答え】 

① 信託銀行は遺産争いに発展しても遺言執行をしてもらえる。 

 

② 信託銀行は争いのない事案についてのみ遺言執行を行う。 

 

【解答】 信託銀行は争いのない事案についてのみ遺言執行を行う。 

 

【解説】 

  日本弁護士連合会と一般社団法人信託協会とは、相続関連業務について、以下のような内容を相互に確認（平成6年2月）しています。 

第１ 遺言書作成に関する相談業務   

     略 

第２ 遺産整理業務   

     略 

第３ 遺言執行業務 

1. 信託銀行は、財産に関する遺言の執行業務を行なう。同一の遺言書に財産に関する事項と身分行為に関する事項とが併記されている事案においては、信託銀行は、両者を分離

して処理することができることとなった時点で、財産に関する事項を執行する。  

2. 信託銀行は、遺産に関する遺言書であっても、遺言執行者就任前にすでに法的紛争が生じており、遺言執行業務を遂行することが著しく困難と認められる場合には、遺言執行

者に就任しない。 

 以下略 

 以上の申し合わせ内容からは、信託銀行は、遺言執行業務において、①身分行為に関する事項（たとえば相続人の死後認知など）は行わない、②原則として法的紛争が生じている

場合には遺言執行は行わないこととしています。 

 そのため、共同相続人間において遺産分割等でもめている場合には、遺言信託を行っていても、信託銀行は遺言執行を辞退する確率が高いということになります。 
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